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問い合わせは　財政課　☎898―6542財政健全化判断比率を公表
健全な財政状況です

地方公共団体は、健全化判断比率のいずれかが
早期健全化基準以上の場合、または資金不足比率
が経営健全化基準以上になった場合には、財政健
全化計画などを策定し、計画的に健全化に向けて
取り組まなければなりません。本市の状況は右表
のとおり。いずれも基準を下回っています。
今後もより一層、財政の健全化を図っていきま
す。

■用語解説
○実質赤字比率…標準財政規模に対する、一般会
計と簡易水道事業等特別会計の実質的な赤字額の
割合
○連結実質赤字比率…地方公共団体の標準的な一
般財源規模に対しての、全会計の実質的な赤字額
の割合
○実質公債費比率…地方公共団体の標準的な一般
財源規模に対しての、一般会計などと公営企業会
計などの公債費に充てるための繰出金などを含め
た実質的な公債費（借入金の返済額）の割合
○将来負担比率…地方公共団体の標準的な一般財

源規模に対しての、一般会計などの実質的な負債
残高の割合。実質的な負債とは、一般会計などの
地方債現在高や公営企業債のうちの一般会計など
からの負担見込額、一般会計などが負担する見込
みの職員退職手当支給予定額、土地開発公社等の
負担見込額などのこと。
○資金不足比率…事業の規模に対しての、各公営
企業の資金不足額の割合
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問い合わせは　文化国際課　☎898―5825

問い合わせは　生涯学習課　☎210―2198前橋市民展覧会へ出品を

アートコンペライブ公開審査を実施

力作を待っています

出品者と審査員のやりとりも見所

前橋市民展覧会へ出品する作品を募集。入選作
品は市民文化会館で展示します。
部門・規格など＝下表のとおり
出品資格者＝市内在住・在勤・在学の15歳以上の
人
出品数＝彫刻・工芸は１人２点以内。その他は無
制限
出品手数料＝出品数１点につき2,000円。同一部

内に２点以上出品する場合は、２点目から1,000
円。15歳～18歳は１点目から500円
出品票・開催要項の配布＝各公民館・市民サービ
スセンター・コミュニティセンターで
入選・入賞の発表＝来年１月22日㈫午前10時に前
橋プラザ元気21で
申し込み＝下表の搬入日時に前橋プラザ元気21
内中央公民館へ直接

前橋アートコンペライブの公開審査を開催しま
す。全国から応募があった347作品のうち、一次
審査を通過した作品の審査を行い、グランプリを

決定します。
日時＝12月２日㈰午後１時
会場＝前橋プラザ元気21内１階にぎわいホール

前橋市民展覧会の募集作品の概要

部門 規格 搬入日時 入選作品展示期間

書
道

漢字
縦作品は縦 180cm ×横 60cm 以内。ただし、軸装は
縦 210cm ×横 60cm 以内。横作品は縦 60cm ×横
180cm 以内。 来年１月 11 日㈮

午前９時 30 分～
午後３時

来年２月 14 日㈭
～ 17 日㈰かな

70cm × 180cm 以内で縦・横自由。ただし、軸装は
縦 210cm ×横 60cm 以内。

新傾向（近代詩文・墨象・
少字数）

180cm × 75cm 以内で縦・横自由。他に各部とも 90 
cm × 90cm 以内も可。

写
真

風景・ネイチャー 半切。アルミ額（シルバーで 52cm × 42cm 以内）
でアクリルガラス付き（やむをえない場合のみガラス
可）。搬入は箱入りで、額は紐付き。画像加工とカラー
コピーは不可。作品中の人物には了解を得ること。

来年１月 12 日㈯
午前９時 30 分～
午後３時

来年２月７日㈭～
10 日㈰

花・動植物

スナップ・人物

美
術

日本画（極彩・水墨） ６号以上 30 号以下。版画は 30 号以下自由。ただし、
額装を含めて縦・横１m 以内。紐付きの額装にするこ
と（日本画の額はガラス使用不可。洋画は樹脂ガラス
のみ可）。

来年１月 13 日㈰
午前９時 30 分～
午後３時

来年１月 31 日㈭
～２月３日㈰

洋画（油彩・水彩・ア
クリル・版画・パステル・
きり絵・はり絵など）

彫刻・工芸
立体作品は底面積１m ×１m 以内、高さ１m 以内。壁
面作品は縦 1.5m ×横１m 以内。作品は支持体（土台
など）も含めてオリジナルのもの。
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